
お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
6
9
・
7
0
合
併
号

と
し
、
次
号
は
4
月
23
日

に
発
行
し
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

　
教
師
検
定
試
験
公
告

　
2
0
2
2
年
秋
季
教
師
検
定
試
験
を
左
記
の
要
領
で
行
い

ま
す
。

一
、
受
験
要
綱
の
申
し
込
み

　
　
受
験
要
綱
と
教
団
指
定
の
願
書
用
紙
は
1
6
0
円
切
手

を
同
封
し
、
正
教
師
受
験
志
願
者
か
補
教
師
（
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
コ
ー
ス
の
別
も
）
受
験
志
願
者
か
を
明
記
し
た
上
、

封
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
、
受
験
願
書
の
提
出

　
　
受
験
願
書
と
必
要
書
類
を
整
え
て
、
受
験
料
と
と
も
に

所
属
教
区
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
教
区
締
切
　
2
0
2
2
年
6
月
3
日
（
金
）

　（
教
区
に
よ
り
締
切
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
教
区
事
務

所
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

②
教
団
締
切
　
2
0
2
2
年
6
月
30
日
（
木
）

　（
各
教
区
か
ら
教
師
検
定
委
員
会
に
提
出
す
る
際
の
締

切
で
す
）

　
＊
受
験
料
は
正
教
師
1
万
3
千
円
、
補
教
師
1
万
円
。

三
、
正
教
師
「
説
教
」「
釈
義
」
の
課
題
テ
キ
ス
ト

　
①
旧
約
　
詩
編
27
編
1
～
14
節

　
②
新
約
　
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
5
章
16
節
～

　
　
　
　
　

6
章
4
節

四
、
正
教
師
の
「
神
学
論
文
」
の
課
題

　
　『
今
日
に
お
け
る
宣
教
の
課
題
』に
、「
特
に
〜
を
め
ぐ
っ

て
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
、
ご
自
分
の
伝
道
・
牧
会
を

ふ
ま
え
て
神
学
的
に
論
述
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
正
教
師
の
「
組
織
神
学
」
の
課
題

　
　『
身
体
の
よ
み
が
え
り
』
に
つ
い
て
終
末
論
を
ふ
ま
え

て
、
組
織
神
学
的
に
論
述
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
補
教
師
「
説
教
」「
釈
義
」
の
課
題
テ
キ
ス
ト
　

　
①
旧
約
　
創
世
記
12
章
1
～
9
節

　
②
新
約
　
テ
モ
テ
へ
の
手
紙
一
1
章
12
～
17
節

＊
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
「
説
教
」「
釈
義
」
の
提
出
内
容
が
異

な
り
ま
す
の
で
、必
ず
受
験
要
綱
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

七
、
提
出
物
締
切
に
つ
い
て

　
　
当
委
員
会
へ
の
提
出
締
切
日
は
、「
説
教
」「
釈
義
」「
神

学
論
文
」「
組
織
神
学
」全
て
2
0
2
2
年
7
月
1
日（
金
）

午
前
必
着
で
す
。

八
、
学
科
試
験
・
面
接
試
験
に
つ
い
て

　
　
学
科
試
験
は
9
月
13
日
（
火
）、
面
接
試
験
は
9
月
14

日
（
水
）、15
日
（
木
）
に
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
レ
ポ
ー
ト
試
験
、
オ
ン
ラ
イ

ン
面
接
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
受
験

志
願
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
直
接
、
当

委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
2
0
2
2
年
3
月
26
日日

本
基
督
教
団
教
師
検
定
委
員
会

　
　
　
〒
1
6
9

－

0
0
5
1

　
　
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

－

3

－

18

－

31

　
　
　
電
話
　
0
3

－

3
2
0
2

－

0
5
4
6

2022年春季（レポート試験）・補教師試験問題
教憲教規および諸規則・宗教法人法
　次の2題に答えてください。

（両方で1000字程度）
1.教憲・教規に規定されている役員会の権

能と責務について述べてください。
2.宗教法人法上の責任役員の職務と権限に

ついて、教憲・教規における役員との違
いに留意しながら述べてください。

旧約聖書神学
　次の2題を、旧約聖書の聖書箇所をいく
つか挙げつつ、それぞれ1500字程度で神学
的に論じてください。
1.旧約における罪と、罪の赦しについて述

べてください。
2.ヒゼキヤ王とヨシヤ王の宗教改革の類似

点と相違点を挙げ、ヨシヤ王の宗教改革
を神学的に考察してください。

新約聖書神学
　次の2題を、新約聖書の聖書箇所をいく
つか挙げつつ、それぞれ1500字程度で神学
的に論じてください。
1.マルコ福音書における「神の子」理解に

ついて述べてください。
2.新約聖書における「教会」の理解を、主に

パウロ書簡を踏まえて述べてください。

4 回目のオンライン試験

召
命
を
問
い
、不
足
を
自
覚
す
る
場
と
し
て

補教師39名、正教師6名、教師転入1名受験

　
今
季
の
教
師
検
定
試
験

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、

学
科
試
験
は
レ
ポ
ー
ト
、
面
接
試
験
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
形

の
試
験
は
今
回
で
4
回
目
だ
が
、
課
題
点

も
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
に
書
か
れ
た
神
学
的

内
容
が
真
実
に
身
に
着
い
て
い
る
か
ど
う

か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面
接
試
験
で
、
ど
こ

ま
で
召
命
を
問
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

　
春
季
は
神
学
校
卒
業
予
定
者
が
受
験
さ

れ
た
が
、
例
年
に
比
べ
受
験
者
の
人
数
が

減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
困
難
な
時
代

の
中
で
、
一
人
一
人
を
召
し
て
く
だ
さ
っ

た
主
の
御
業
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
畏

れ
と
感
謝
に
満
ち
た
。
教
師
検
定
試
験
は

主
の
御
前
で
、
召
命
を
問
う
試
験
で
あ

る
。
学
科
試
験
と
面
接
試
験
を
通
し
て
示

さ
れ
た
課
題
と
向
き
合
い
、
主
の
召
し
に

応
え
て
、
主
に
遣
わ
さ
れ
た
場
所
で
伝
道

者
と
し
て
喜
ん
で
伝
道
に
励
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。
背
後
に
教
会
、
神
学
校

の
祈
り
が
あ
る
こ
と
を
い
つ
も
心
に
留
め

て
ほ
し
い
。

　
　
第
41
総
会
期
　
教
師
検
定
委
員
長

井
ノ
川
　
勝

講
　
評

　
2
0
2
2
年
春
季
教
師
検

定
試
験
は
2
月
8
日
よ
り
レ

ポ
ー
ト
提
出
に
よ
る
学
科
試

験
、
2
月
23
・
24
日
に
ズ
ー

ム
を
用
い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

面
接
試
験
と
し
て
実
施
さ
れ

た
。
未
だ
感
染
拡
大
が
危
惧

さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

4
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

試
験
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
面
接
試
験
は
過
去
3

回
は
全
体
会
と
面
接
の
み
で

実
施
さ
れ
た
が
、
今
回
は
全

体
で
礼
拝
を
捧
げ
た
。
受
験

者
も
検
定
委
員
も
共
に
神
の

み
言
葉
の
前
に
ひ
れ
伏
し
、

改
め
て
教
師
検
定
試
験
が
主

の
教
会
の
業
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

き
と
さ
れ
た
。

　
春
の
教
師
検
定
試
験
は
神

学
校
を
卒
業
し
、
全
国
の
教

2022年 春季教師検定試験春季教師検定試験

会
へ
と
派
遣
さ
れ
て
い
く
補

教
師
が
中
心
と
な
る
。
補
教

師
検
定
試
験
受
験
者
は
Ｃ

コ
ー
ス
継
続
者
を
含
め
39

名
、
正
教
師
試
験
受
験
者
が

6
名
、
教
師
転
入
審
査
受
験

者
が
1
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
受
験
者
が
祈
り
を

も
っ
て
試
験
に
臨
ん
で
き
た

こ
と
が
、
提
出
さ
れ
た
答
案

お
よ
び
面
接
で
の
受
け
答
え

に
も
よ
く
表
れ
て
い
た
。

　
教
師
検
定
試
験
は
献
身
と

召
命
を
問
い
、
ま
た
教
会
に

仕
え
て
い
く
の
に
必
要
な
神

学
的
素
養
を
確
認
す
る
場
で

あ
る
。
試
験
に
合
格
す
る
こ

と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
自

分
の
不
足
を
自
覚
し
今
後
の

課
題
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
今
回
は
補
教
師
中
心

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
提

出
試
験
の
旧
約
・
新
約
い
ず

れ
の
説
教
も
語
り
か
け
る
会

衆
や
教
会
の
姿
が
見
え
な
い

も
の
が
多
か
っ
た
。
ま
だ
教

師
と
し
て
教
会
に
仕
え
て
お

ら
ず
と
も
、
こ
れ
ま
で
教
会

生
活
を
送
っ
て
き
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
う
し
た
教
会
の
交

わ
り
の
な
か
で
説
教
者
自
身

が
、聖
書
の
み
言
葉
に
聞
き
、

そ
の
恵
み
と
喜
び
を
分
か
ち

合
う
よ
う
な
説
教
が
求
め
ら

れ
る
。
今
回
の
課
題
と
な
っ

た
聖
書
の
箇
所
は
、
い
ず
れ

も
説
教
者
自
身
の
実
存
を
問

わ
れ
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
試
験
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
た
の
だ
ろ
う

か
、
注
解
書
に
基
づ
い
た
聖

書
の
解
説
に
終
始
し
、
黙
想

が
深
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
学
科
試
験
科
目
で
は
特
に

「
教
憲
教
規
・
宗
教
法
人
法
」

に
お
い
て
、
主
の
主
権
の
も

と
に
あ
る
教
会
法
と
世
俗
法

と
し
て
の
宗
教
法
人
法
の
区

別
が
つ
か
な
い
受
験
者
が
大

変
多
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の

権
能
か
ら
教
会
法
を
理
解
す

る
と
い
う
観
点
が
乏
し
い
の

で
あ
る
。
ま
た
「
旧
約
聖
書

神
学
」
で
は
、
罪
理
解
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の

受
験
者
が
指
摘
さ
れ
た
。
罪

そ
の
も
の
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め
に
、
罪
の
赦
し
を
論
じ

る
こ
と
が
不
十
分
な
解
答
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
贖
罪
信

仰
と
つ
な
が
る
重
要
な
課
題

と
し
て
、
十
分
意
識
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
面
接
試
験
で
は
、
伝
道
者

と
し
て
主
の
た
め
に
仕
え
て

い
き
た
い
と
い
う
言
葉
が
そ

れ
ぞ
れ
に
聞
け
た
の
は
心
強

い
。
し
か
し
教
会
に
仕
え
て

い
き
た
い
と
述
べ
つ
つ
も
、

特
に
公
同
教
会
の
理
解
が
曖

昧
な
受
験
者
が
多
い
。
信
仰

告
白
、
教
憲
・
教
規
、
説

教
・
聖
礼
典
な
ど
が
公
同
教

会
と
の
結
び
つ
き
に
あ
る
こ

と
が
身
に
つ
く
よ
う
期
待
し

た
い
。
教
会
を
愛
し
仕
え
て

い
く
こ
と
と
、
受
験
し
た
一

つ
一
つ
の
科
目
が
不
可
分
で

あ
る
こ
と
を
受
け
止
め
、
派

遣
さ
れ
る
伝
道
地
で
の
活
躍

を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

　
教
師
検
定
試
験
と
合
わ
せ

て
Ｃ
コ
ー
ス
受
験
志
願
者
の

認
定
面
接
が
行
わ
れ
た
。
残

念
な
が
ら
召
命
、
献
身
が

は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
面
接

を
受
け
ら
れ
た
方
も
あ
る
。

教
師
試
験
は
在
宅
で
取
得
で

き
る
資
格
試
験
な
ど
で
は
な

い
。
教
師
を
志
す
こ
と
は
、

そ
の
身
を
主
の
た
め
に
、
日

本
基
督
教
団
と
い
う
教
会
の

た
め
に
献
げ
る
業
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
し
つ
つ
志
願
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
。

　
教
師
検
定
試
験
終
了
後
、

第
17
回
教
師
検
定
委
員
会

を
開
催
し
た
。
今
回
の
教

師
検
定
試
験
の
合
否
確
定

を
含
む
振
り
返
り
を
行
い
、

2
0
2
2
年
秋
季
教
師
検
定

試
験
の
予
定
の
確
認
、
各
委

員
の
担
当
確
認
、
提
出
試
験

の
課
題
の
確
定
な
ど
を
行
っ

た
。

（
清
藤
　
淳
報
）
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前
回
報
告
以
降
、
2
度
の

部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
を
行
っ
た
。

　
第
11
回
運
営
委
員
会
（
臨

時
）
を
2
0
2
1
年
12
月
2

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
、

運
営
委
員
出
席
15
名
、
陪
席

4
名
。

　
ま
ず
、
北
海
教
区
か
ら
今

井
基
金
の
受
給
申
請
が
あ
り

承
認
し
た
。
次
に
、
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
奨
学
金
の
給
付

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
申
請

者
2
名
へ
限
度
額
を
超
え
る

支
給
を
行
う
案
が
出
さ
れ
た

が
、
議
場
か
ら
は
、
人
数
や

金
額
を
超
過
し
て
は
奨
学
金

規
定
が
空
文
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
の
指
摘
が
多
く
、
今

回
は
1
名
の
み
40
万
円
の
支

給
と
し
た
。
そ
し
て
奨
学
金

規
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
議

論
を
続
け
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
て
承
認
し
た
。

　
ま
た
、
9
月
の
第
10
回
運

営
委
員
会
で
、
主
事
選
考
と

セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

腰
を
据
え
て
議
論
を
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
第
11
回
運
営

委
員
会
後
に
主
事
選
考
委
員

会
を
再
開
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
承
認
し
た
。

　
第
12
回
運
営
委
員
会
を

2
0
2
2
年
2
月
3
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
、
運
営
委

員
出
席
16
名
、
陪
席
7
名
。

　
ま
ず
、
部
落
解
放
全
国
会

議
in
京
都
が
教
団
総
会
と
日

程
が
重
な
る
た
め
2
0
2
2 

年
10
月
25
～
27
日
の
開
催
と

な
る
こ
と
、
奨
学
金
が
受
給

申
請
者
1
名
に
支
給
さ
れ
た

こ
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
会
計
関
連
で
は
、
中
間
監

査
を
行
い
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
旨
の
報
告
を
セ
ン

タ
ー
監
事
よ
り
受
け
、
月
別

の
経
常
会
計
報
告
と
共
に
承

認
し
た
。

　
次
に
、
2
0
2
2
年
度
部

落
解
放
セ
ン
タ
ー
予
算
案
を

協
議
し
た
。
主
事
選
考
が
進

　
第
14
回
教
師
委
員
会
は
、

1
月
28
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
委

員
7
名
と
道
家
紀
一
総
務
幹

事
、
担
当
職
員
。

　
前
回
議
事
録
承
認
後
、
事

務
局
よ
り
「
教
団
機
構
改
定

に
関
す
る
協
議
会
」
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
、
機
構
改

定
で
教
師
委
員
会
は
管
轄
が

伝
道
局
か
ら
外
れ
て
総
幹
事

の
下
に
あ
る
教
務
局
に
入
る

が
内
容
に
は
変
更
は
な
い
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
委

員
会
会
計
中
間
報
告
が
な
さ

れ
た
。

　
2
0
2
2
年
度
新
任
教
師

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
以
下
の
内
容
を
決
定
し

た
。
昨
年
同
様
、
新
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め

宿
泊
を
伴
う
開
催
は
困
難
と

判
断
し
、
参
加
者
全
員
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
す

る
。
日
時
は
2
0
2
2
年
6

　
第
11
回
教
育
委
員
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た

（
2
月
16
日
）。
主
な
協
議

事
項
は
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
、

2
0
2
2
年
度
予
算
、
そ
し

て
今
年
9
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
教
区
青
年
担
当
者
会
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
度
ク
リ
ス
マ

ス
献
金
（
2
0
2
2
年
1
月

末
現
在
：
献
金
額
5
2
7
万

1
3
6
1
円
）
に
つ
い
て
は

二
つ
の
教
会
か
ら
「
教
会
学

校
応
援
セ
ッ
ト
」
へ
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

送
る
こ
と
を
決
定
。
三
里
塚

教
会
（
東
京
・
千
葉
支
区
）

に
は
聖
書
物
語
と
紙
芝
居
の

セ
ッ
ト
、
市
川
東
教
会
（
東

京
・
千
葉
支
区
）
に
は
ヒ
ム

プ
レ
ー
ヤ
ー
1
台 

が
送
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
教

会
学
校
応
援
セ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
に

発
行
さ
れ
る
「
み
ん
な
で
生

き
よ
う
」
の
紙
面
で
紹
介
さ

れ
る
の
で
、
読
ん
で
い
た
だ

き
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

　
会
計
面
に
つ
い
て
は

2
0
2
1
年
度
会
計
報

告
（
2
0
2
1
年
12
月
末

の
中
間
報
告
）
が
な
さ
れ
、

2
0
2
2
年
度
委
員
会
予
算

が
96
万
円
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
は
2
0
2
0
年
度
当
初

予
算
2
4
0
万
円
か
ら
見
る

と
60
％
減
と
な
る
が
、
現
時

点
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
状
況
が
読
め

な
い
た
め
、
提
案
さ
れ
た
予

算
案
を
承
認
し
た
。

　
そ
し
て
、
例
年
9
月
に
行

わ
れ
る
教
区
青
年
担
当
者
会

会
議
を
重
ね
道
筋
を
整
え
る　
　
　

▼
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
▲

　
第
10
回
伝
道
委
員
会
は
、

2
月
21
日
、
感
染
症
拡
大
防

止
対
応
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
形
式
に
て
行
っ
た
。

　
冒
頭
、「
こ
こ
ろ
の
友
」

文
書
応
援
伝
道
に
つ
い
て
、

教
会
・
伝
道
所
か
ら
支
援
の

申
し
出
が
順
調
に
な
さ
れ
る

一
方
、
支
援
を
受
け
る
側
か

ら
の
部
数
減
数
の
要
請
が
あ

る
事
象
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

　
陪
席
者
秋
山
徹
総
幹
事
か

ら
は
、
常
議
員
会
の
議
論
の

経
過
報
告
と
と
も
に
、
常
議

員
会
に
限
ら
ず
、
今
般
定
着

し
つ
つ
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
長
所
短
所
に
つ
い
て
、

殊
に
、
会
議
に
臨
む
参
加
者

の
士
気
を
い
か
に
高
く
保
つ

か
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
の

指
摘
を
受
け
た
。

　
開
拓
伝
道
援
助
金
に
つ
い

て
次
の
申
請
を
受
け
審
査
を

行
っ
た
。
奥
羽
教
区
脇
本
教

会
（
森
田
聖
子
教
師
）
よ
り

開
拓
伝
道
援
助
金
申
請
書

（
2
0
0
万
円
）。
西
中
国
教

区
下
関
丸
山
教
会
（
餅
原
研

一
教
師
）
よ
り
開
拓
伝
道
援

助
金
申
請
書
（
2
0
0
万

円
）。
結
果
、
今
回
の
申
請

2
教
会
に
対
し
て
申
請
額
を

満
額
支
給
額
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
な
お
、
今
回
の
よ
う

に
申
請
額
に
対
す
る
満
額
回

答
は
近
年
ま
れ
に
見
る
事
態

で
あ
り
、
委
員
会
は
喜
び
を

も
っ
て
こ
れ
を
決
定
し
た
。

一
方
、
こ
れ
は
例
年
に
比
べ

申
請
教
会
数
が
減
少
し
た
こ

と
が
要
因
で
あ
り
、
感
染
期

の
教
会
・
伝
道
所
の
宣
教
計

画
に
困
難
や
課
題
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を

念
頭
に
、
今
般
の
教
会
・
伝

道
所
の
宣
教
課
題
を
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
教
区
伝

道
委
員
長
会
議
を
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
以
下
は

そ
の
要
領
。
日
時
7
月
11
日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
主
題

「
各
教
区
の
諸
教
会
・
伝
道

所
の
現
状
と
展
望
」。

（
村
上
恵
理
也
報
）

開
拓
伝
道
援
助
金
、2
教
会
に
満
額
支
給

▼
伝
道
委
員
会
▲

月
13
日（
月
）～
14
日（
火
）。

主
題
は
「
伝
道
を
担
う
教
団

の
教
師
」
と
し
、教
団
の
「
教

師
論
」
を
踏
ま
え
た
上
で
講

演
Ⅰ
を
石
橋
秀
雄
議
長
に
、

講
演
Ⅱ
を
秋
山
徹
総
幹
事
に

依
頼
す
る
。
特
別
講
師
と
し

て
は
、
昨
年
好
評
で
あ
っ
た

戸
田
奈
都
子
牧
師
（
川
内
教

会
）
に
牧
会
講
話
を
依
頼
す

る
。
ま
た
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
と
時
間
配
分
、
そ

の
他
の
担
当
に
つ
い
て
は
、

次
回
委
員
会
で
取
り
扱
う
こ

と
と
す
る
。

　
懸
案
事
項
と
し
て
東
北
教

区
常
置
委
員
会
か
ら
申
請
さ

れ
て
い
た「
戒
規
適
用
申
請
」

を
受
け
て
、
教
師
委
員
会
で

は
調
査
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
東
北
教
区
議
長
と
教
会

関
係
者
・
当
該
教
師
等
か
ら

聞
き
取
り
を
し
て
き
た
。
調

査
委
員
会
は
、
本
件
が
係
争

中
で
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
中
立
を
保
っ
て
慎

重
に
調
査
を
進
め
た
。
そ
の

調
査
委
員
会
が
ま
と
め
た
報

告
を
受
け
て
、
教
師
委
員
会

と
し
て
も
時
間
を
か
け
て
協

議
を
重
ね
、審
議
し
た
結
果
、

当
該
教
師
に
対
す
る
戒
規
を

認
定
し
な
い
こ
と
を
決
定
し

た
。
ま
た
こ
の
結
果
を
、
教

師
委
員
長
が
概
要
を
付
け
て

東
北
教
区
議
長
宛
て
に
文
書

に
て
伝
え
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

（
上
原
智
加
子
報
）

展
す
る
こ
と
を
想
定
し
引
継

ぎ
に
関
わ
る
費
用
を
挙
げ

た
。
コ
ロ
ナ
状
況
で
実
施
が

困
難
と
想
定
さ
れ
る
国
際
活

動
費
と
解
放
劇
の
減
額
を
決

め
た
。
活
動
献
金
目
標
額
の

確
認
を
行
い
、
各
教
区
代
表

よ
り
昨
年
目
標
を
維
持
す
る

と
の
返
答
が
な
さ
れ
た
。
以

上
を
承
認
し
た
。

　
加
え
て
、
建
物
検
討
チ
ー

ム
よ
り
セ
ン
タ
ー
建
物
の
具

体
的
な
改
修
計
画
が
示
さ
れ

た
。
老
朽
化
が
著
し
い
現
状

を
鑑
み
て
チ
ー
ム
の
提
案
を

快
諾
し
、
今
後
改
修
作
業
を

急
ぐ
こ
と
に
し
た
。

（
後
藤
　
慧
報
）

東
北
教
区「
戒
規
適
用
申
請
」認
定
せ
ず

▼
教
師
委
員
会
▲

教
区
青
年
担
当
者
会
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
予
定

▼
教
育
委
員
会
▲

（
第
12
回
）
に
関
し
て
は
、

2
0
2
2
年
9
月
5
日（
月
）

の
午
後
2
時
か
ら
4
時
半
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
昨
年
の
テ
ー
マ

は
「
青
年
た
ち
は
何
を
求
め

て
い
る
？
」
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
こ
の
テ
ー
マ
を
更
に

深
め
る
こ
と
を
願
い
準
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
会
は
各

教
区
で
の
青
年
活
動
担
当
者

が
参
加
す
る
が
、
皆
が
青
年

活
動
に
長
け
て
い
る
者
ば
か

り
で
は
な
い
と
い
う
現
状
も

踏
ま
え
、
そ
う
し
た
担
当
者

に
と
っ
て
も
学
び
や
気
づ
き

の
経
験
と
な
る
内
容
を
考
え

て
い
る
。

　
な
お
、
2
0
2
1
年
度
末

に
計
画
し
て
い
た
「
教
区
教

育
担
当
者
会
」
は
日
程
が
合

わ
ず
、
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
っ
た
。
次
回
に
期
待
し
た

い
。ま
た
、台
湾
ユ
ー
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
本
来
な
ら
今
年
、

台
湾
で
の
開
催
だ
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を
ふ

ま
え
、
時
期
や
開
催
方
法
に

つ
い
て
3
月
に
台
湾
基
督
長

老
教
会
で
開
か
れ
る
青
年
委

員
会
で
の
決
定
を
待
つ
。

（
横
山
ゆ
ず
り
報
）

ウクライナ救援募金のお願い
　主の聖名を賛美いたします。
　去る2月24日に始まったロシアの軍事侵攻に
より、ウクライナ国内に多数の死傷者、被災者、
また200万人を超える国外への難民が出ていま
す。
　日本基督教団では一日も早い平和と人々の命
が守られることを祈り、社会委員会を通して人
道的支援のための募金を行います。すでに支援
活動を始めたACT（Action by Churches Tog-
ether）Allianceの呼びかけに応えた救援募金で
す。ご協力をお願いいたします。
　2022年3月14日

日本基督教団社会委員長　森下　耕

◎募金期間　2022年8月末
◎目 標 額　特に定めず
◎送 金 先
　加入者名 日本基督教団社会委員会
　郵便振替　００１５０－２－５９３６９９
（通信欄に「ウクライナ救援募金」とお書き
ください。）
〒169-0051東京都新宿区西早稲田2-3-18
日 本 基 督 教 団 社 会 委 員 会（ 電 話03-3202-
0544）

＊日本基督教団ホームページ（https://uccj.
org/）に、3面記載の「平和を求める祈り」
もアップされています。

オンライン献金開始
　日本基督教団では、ホームペー
ジ（https://uccj.org/）からクレ
ジット献金ができるようになりま
した。クレジットカード決済は、
決済専門会社Squareで行ってお
り、安全にお支払いいただけます。
　献金はご指定の用途に使われま
す。クレジットカードの場合は、

「献金する」ボタンをクリックす
ると、専用ページにてお支払いで
きます。用途はフォームに記入す
ると、教団財務にメールで連絡が
届きます。

日本基督教団への献金
（https://uccj.org/donation）

　ネットバンキ
ン グ も で き ま
す。お振込の場
合は、ゆうちょ
銀行もしくは三
菱ＵＦＪ銀行へお願いします。銀
行の詳細情報は、ホームページ

（https://uccj.org/）を ご 覧 く だ
さい。用途は教団財務部 zaimu@
uccj.orgにメールでお知らせくだ
さい。
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西
東
京
教
区
社
会
部
で
は

例
年
「
信
教
の
自
由
を
守
る

日
集
会
」を
開
催
し
て
き
た
。

昨
年
度
は
開
催
で
き
な
か
っ

た
が
、
今
年
度
は
ズ
ー
ム
を

利
用
し
、
2
月
23
日
に
「
信

教
を
自
由
を
守
る
日
を
〝
覚

え
る
〟
集
会
」
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
は
「
世
に
遣
わ
さ

れ
た
者
と
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
教
区
内
の
教
職
信
徒
4

名
に
よ
っ
て
、
各
々
の
取
り

組
ん
で
い
る
事
柄
に
つ
い
て

の
発
題
を
聞
い
た
。「
キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
」
遣
わ
さ
れ

た
現
場
で
の
働
き
に
つ
い
て

と
い
う
こ
と
で
、
課
題
と
の

出
会
い
や
自
分
史
に
触
れ
た

も
の
と
な
り
、
信
仰
の
証
し

と
し
て
聞
く
こ
と
も
で
き

た
。
社
会
部
の
集
会
と
し
て

は
や
や
異
色
で
あ
る
。

　
最
初
は
佐
藤
飛
文
氏
（
東

村
山
教
会
員
、
明
治
学
院
中

学
校
・
東
村
山
高
校
教
諭
）

に
よ
る
「
学
校
教
育
の
現
場

か
ら
の
発
題
」。
東
京
教
区

西
支
区
（
当
時
）
高
校
生
会
、

青
年
部
で
の
様
々
な
出
会
い

を
通
し
て
、「
誰
の
隣
人
と

し
て
、
誰
と
共
に
生
き
よ
う

と
し
て
い
る
か
」
を
自
分
へ

の
問
い
と
し
て
持
ち
続
け
て

い
る
と
語
ら
れ
た
。
生
徒
た

ち
に
日
本
と
韓
国
と
の
関
係

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
き
た

か
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
北
村
智
史
牧
師

（
東
京
府
中
教
会
）
に
よ
る

「
部
落
差
別
問
題
と
私
」。
部

落
解
放
セ
ン
タ
ー
の
「
青
年

ゼ
ミ
」
に
参
加
し
、
部
落
差

別
に
無
関
心
で
あ
り
、
自
分

も
差
別
に
加
担
し
て
い
た
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
て
以
来
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
。
ま
た

教
団
、
教
区
が
部
落
差
別
問

題
に
関
わ
る
の
は
社
会
の
信

頼
を
回
復
し
、
伝
道
す
る
た

め
の
営
み
で
あ
る
と
語
ら
れ

た
。

　
三
人
目
は
北
原
葉
子
牧
師

（
西
国
分
寺
教
会
）
に
よ
る

「
沖
縄
の
基
地
問
題
と
向
き

合
っ
て
」。
基
地
が
沖
縄
の

人
々
を
、
教
会
の
人
々
さ
え

も
分
断
し
て
い
く
現
実
を
語

ら
れ
た
。「
沖
縄
を
思
い
祈

る
会
」
を
主
宰
し
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
最
後
は
宮
島
牧
人
牧
師

（
原
町
田
教
会
）
に
よ
る
「
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
入
管
と
い

う
現
場
で
」。
あ
る
牧
師
の

一
言
と
御
言
葉
に
押
し
出
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
、
東
日
本

入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
等
に
収

容
さ
れ
て
い
る
人
々
へ
の
面

会
活
動
を
続
け
て
い
る
。
具

体
的
な
面
会
活
動
に
つ
い
て

も
語
ら
れ
た
。

　
ど
の
活
動
も
聖
書
の
言
葉

に
押
し
出
さ
れ
、
促
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
語
ら
れ
た
言

葉
も
実
践
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
説
得
力

を
も
っ
て
訴
え
か
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
50
名
を
超
え
る

参
加
者
が
与
え
ら
れ
た
。

（
坂
下
道
朗
報
）

2.11集会報告2.11集会報告
【
西
東
京
教
区
】

　「
世
に
遣
わ
さ
れ
た
者
」を
テ
ー
マ
に
４
名
が
発
題

【
東
中
国
教
区
】

　

ク
ー
デ
タ
ー
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
を
学
ぶ

平和を求める祈り
－ウクライナとロシアを覚えて－

主なる神よ

私たちは罪の中に住む者、そして罪人である私たちの共同体もまた、
罪を犯します。あなたの聖なる火で私たちを清めてください。

あなたを畏れることを忘れ、自分を大きくし、傲慢になる時、私た
ちは他者を脅かし、傷つけ、あなたにも背を向けます。主よ、人間
の傲慢さを打ち砕いてください。

万軍の主よ、あなたの赦しの力は私たちの罪より偉大です。私たち
を、この世界を、罪から救ってください。あなたの赦しに触れ、私
たちにも赦す力を与えてください。

多くの人々の生死に関わる力を持つ人々がいます。その者たちのた
めに祈ります。彼らが命を選ぶことができますように。

争い合う道を選び取った人々のために祈ります。平和の神であるあ
なたの教えを彼らが思い出すことができますように。神よ、あなた
は剣を鋤に変え、私たちに戦いを止め、平和を求めるよう、その御
心を示されます。

世界の指導者たちが、日本の指導者たちが、世界の教会が、日本の
教会が、キリストの知恵と愛によって導かれ、勇気をもってこの局
面と向き合うことができますように。武力ではなく、対話と相互理
解、異なる立場にある者たちを互いに思いやる心をもって平和の道
を模索していくことができますように。

ウクライナとロシアの人々のために祈ります。命を脅かされている
人々のために、恐れと不安に襲われている人々のために、平和を求
める人々のために祈ります。彼らの嘆きに耳を傾け、あなたが共に
いて御手をもって彼らを守り、滅びの道から救い出してくださいま
すように。慰めと希望を与えてくださいますように。あなたの平和
をもたらしてくださいますように。

命と平和の主よ、私たちに、それぞれに置かれている場所から声を
挙げ、あなたの御心を宣べ伝えることができますように。あなたの
御心を求め、それに従いつつ、世界のキリストに従う者たちと共に、
私たちを、平和を造り出す者としてくださいますように。

私たちの祈りをとりなし、私たちの嘆きに耳を傾けてくださる神の
独り子イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。

日本基督教団 世界宣教委員会

　「
2
・
11
集
会
」（
超
教
派

の
実
行
委
員
会
が
主
催
）
が

ズ
ー
ム
を
用
い
て
行
わ
れ

た
。
渡
邊
さ
ゆ
り
牧
師
（
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
宣
教
セ
ン
タ
ー

共
同
主
事
）
か
ら
、「
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
現
状
と
わ
た
し
た

ち
」
と
の
テ
ー
マ
で
話
を
聞

い
た
。
参
加
者
は
53
名
。

　「
今
日
紹
介
す
る
写
真
は

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
撮

影
し
た
り
、
S
N
S
に
上
げ

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
な
い
と
命
の
危
険
が

あ
る
か
ら
で
す
」。
講
師
か

ら
の
こ
ん
な
言
葉
を
聞
き
な

が
ら
進
め
ら
れ
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
状
況
を
学
ぶ
集
会

だ
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
2
月
1
日
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
起
こ
さ
れ
た

国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
。

そ
れ
か
ら
1
年
が
経
過
し

た
。
そ
の
間
1
5
0
0
人
を

超
え
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
が

国
軍
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
多

く
の
人
々
が
投
獄
さ
れ
、
家

を
焼
か
れ
て
い
る
。
投
獄
さ

れ
た
人
た
ち
は
拷
問
を
受

け
、
女
性
は
レ
イ
プ
さ
れ
て

い
る
。「
ど
う
し
て
こ
ん
な

ひ
ど
い
こ
と
が
で
き
る
の

か
」
と
の
問
い
に
「
戦
時
中

の
日
本
兵
か
ら
さ
れ
た
こ
と

を
し
て
い
る
」
と
の
答
え
。

　
1
4
4
万
人
の
人
た
ち
が

国
境
近
く
に
避
難
し
て
い

る
。
多
く
の
国
民
が
軍
政
に

反
対
し
、
抵
抗
し
、
抗
議
し

て
い
る
。
指
を
3
本
立
て
て

国
軍
へ
の
不
服
従
を
表
明

し
、夜
8
時
に
鍋
を
た
た
き
、

夜
間
外
出
禁
止
令
が
出
れ

ば
、
あ
え
て
夜
中
に
ロ
ウ
ソ

ク
に
火
を
と
も
し
て
夜
間
デ

モ
を
し
、
人
が
殺
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
人
形
を
並
べ
、

若
い
人
た
ち
は
S
N
S
を
用

い
て
自
分
の
言
葉
で
世
界
に

向
け
て
発
信
し
て
い
る
。

　
日
本
政
府
は
ク
ー
デ
タ
ー

を
非
難
す
る
一
方
、
制
裁
に

は
消
極
的
で
、
政
府
開
発
援

助
は
維
持
し
て
い
る
。
日
本

国
内
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
を
中
心
と
し
た
野
外
集
会

を
す
れ
ば
、
多
く
の
日
本
人

か
ら
、
日
本
人
を
わ
ず
ら
わ

す
な
と
ヤ
ジ
が
飛
ぶ
現
状
。

　
ま
た
、
日
本
在
住
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
は
3
万
5
0
0
0

人
。
そ
の
う
ち
3
0
0
0
人

が
難
民
申
請
中
。
日
本
の
入

管
施
設
で
の
冷
た
い
対
応
、

ま
た
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
無

関
心
で
あ
る
こ
と
も
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。

　
渡
邊
牧
師
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
の
牧
師
と
共
に
、

2
0
2
1
年
2
月
か
ら
毎
週

金
曜
日
夜
9
時
か
ら
、
ズ
ー

ム
で
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
覚
え

る
祈
り
会
」
を
続
け
て
お

ら
れ
る
。
ま
た
、
昨
年
8

月
に
は
そ
の
祈
り
会
か
ら

「
ア
ト
ゥ
ト
ゥ
（
共
に
）」
と

い
う
支
援
団
体
が
生
ま
れ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
を
求

め
て
活
動
し
て
い
る
方
々
や

日
本
に
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

方
々
の
支
援
を
広
げ
て
お
ら

れ
る
。
詳
し
く
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
「
ア
ト
ゥ
ト
ゥ
ミ
ャ

ン
マ
ー
支
援
」
を
検
索
い
た

だ
き
た
い
。

　
参
加
者
か
ら
、「
日
々
気

に
な
っ
て
い
る
事
柄
の
送
金

先
が
示
さ
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
の
声
も
あ
り
、
献
金
を
さ

さ
げ
る
人
、
祈
り
会
に
参
加

す
る
人
、
独
自
で
祈
り
会
を

始
め
る
人
が
起
こ
さ
れ
て
い

る
。

（
延
藤
好
英
報
）

「平和を求める祈り－ウクライナとロシアを覚えて－」について
　去る2月24日、ロシアがウクライナに軍事侵攻をしました。このことは、どのような理由をもってしても決して容認できるものではありま
せん。特に、この度、ロシアのプーチン大統領が核抑止部隊に特別態勢を取るように命じたことについて、世界で唯一の被爆国である日本に
あるキリスト教会として、何としても最悪の事態となることを防がなければなりません。
　そこで私たちは、「悪から遠ざかり、善を行い、平和を願って、これを追い求めよ」（ペトロの手紙一 3章11節）とのみ言葉に聴き従い、ロ
シアの軍事侵攻を押しとどめることができなかった私たち自身の罪を深く悔い改めつつ、ウクライナからのロシア軍の即時撤退を求め、世界
宣教委員会が作成した「平和を求める祈り －ウクライナとロシアを覚えて－」を共に祈りたいと思います。なお、世界教会協議会（WCC）
や日本キリスト教協議会（NCC）などが、ロシアの武力行使を非難し、戦闘の終結を呼びかける声明を発表しているほか、台湾基督長老教
会（PCT）などが、ウクライナへの軍事侵攻を即時停止することを祈る祈祷会の開催を呼びかけており、私たちもこの祈りにおいてその呼
びかけに応答したいと思います。

2022年3月2日（灰の水曜日）　　　　　　　
日本基督教団総会議長　石橋　秀雄
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2
月
24
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
た
。
日
に
日
に

犠
牲
者
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
聞

き
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
戦
争
が
終

結
し
、
平
和
に
至
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
る
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
を
非
難

し
つ
つ
、
こ
の
度
も
、
戦
争
へ
の
動

き
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
無
力
感
と
、
私
た
ち
自
身
の

罪
を
深
く
思
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
か
つ
て
日
本

が
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
取
っ
た
行

動
と
同
じ
だ
と
の
声
を
聞
い
た
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
な
お
さ
ら
の
こ

と
、
そ
の
よ
う
な
行
動
に
至
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
と
取
り
組
ん
で
き
た

数
多
く
の
努
力
は
空
し
い
も
の
で

あ
っ
た
の
か
と
思
わ
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

「
結
局
は
力
と
脅
し
で
自
分
の
主
張

を
押
し
通
す
」
こ
と
を
示
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
の
罪
は
大
き
い
。

　
こ
の
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
週

間
後
、
教
会
は
レ
ン
ト
に
入
っ
た
。

そ
の
最
初
の
教
会
の
祈
祷
会
で
、
今

年
は
バ
ッ
ハ
の
「
ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
」

の
始
ま
り
の
部
分
を
Ｃ
Ｄ
で
聴
き
、

そ
れ
か
ら
祈
り
を
合
わ
せ
た
。「
ヨ

ハ
ネ
受
難
曲
」
で
は
、
最
初
に
主
の

受
難
の
コ
ラ
ー
ル
が
歌
わ
れ
、
そ
れ

か
ら
ル
タ
ー
作
の
「
主
の
祈
り
」
が

歌
わ
れ
る
（『
讃
美
歌
21
』
63
の
4

節
）。
そ
の
歌
詞
は
、「
み
こ
こ
ろ
の

天
に
な
る
ご
と
く
地
に
も
な
さ
せ
た

ま
え
」
の
祈
り
の
言
葉
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　
戦
争
へ
と
向
か
う
動
き
を
阻
止
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
罪
を
深
く

悔
い
改
め
つ
つ
、「
み
こ
こ
ろ
を
地

に
も
」
と
祈
り
続
け
て
い
る
。

（
教
団
総
会
書
記
　 

雲
然
俊
美
）

み
こ
こ
ろ
を
地
に
も

み
こ
こ
ろ
を
地
に
も

　
内
堀
さ
ん
は
、
昨
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
で
受
洗
40
年
を
迎
え
た
。
洗

礼
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
つ
の

大
き
な
出
来
事
に
、
父
の
死
と
義

父
の
死
が
あ
っ
た
。
深
い
悲
し
み

を
経
験
さ
れ
、
教
会
に
導
か
れ
た

と
言
う
。
受
洗
後
す
ぐ
、
夫
の

仕
事
の
関
係
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
と
転
居
。
不
安
を
抱
え
つ
つ

も
、
住
ま
い
の
す
ぐ
近
く
、
丘
の

下
に
あ
っ
た
教
会
に
通
い
始
め
る

と
、
主
に
あ
る
良
き
交
わ
り
が
与

え
ら
れ
た
。
小
さ
な
村
で
あ
っ
た

が
世
界
中
の
人
た
ち
が
集
ま
る
地

域
で
あ
り
、
大
学
時
代
の
知
人
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
教
会
で
初
め
て

日
本
人
司
祭
と
な
っ
た
秋
吉
光
雄

先
生
と
も
親
し
い
交
わ
り
を
育
む

こ
と
が
で
き
た
。「
神
様
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
、
世
界
中
ど
こ
に

い
て
も
一
つ
に
つ
な
が
れ
る
」。

信
仰
の
交
わ
り
が
こ
の
世
界
に
確

か
に
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
、
目

が
開
か
れ
た
出
来
事
だ
っ
た
。

　
帰
国
後
、
西
東
京
教
区
常
置
委

員
の
召
し
に
導
か
れ
る
。
こ
の
出

来
事
も
、
様
々
な
教
会
、
牧
師
、

信
徒
の
方
々
と
出
会
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
身
近
な
所
だ
け
で
な

く
目
を
向
け
る
べ
き
所
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、
隠

退
教
師
た
ち
の
住
ま
い
で
あ
る

「
に
じ
の
い
え
信
愛
荘
」
に
も
深

く
関
わ
る
奉
仕
を
さ
れ
た
。
運
営

は
献
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
働
き
が
知
ら

れ
て
い
な
い
現
状
を
思
い
、
情
報

の
発
信
や
訪
問
、
奉
仕
活
動
。
ま

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
は
発

足
後
、
十
数
年
を
数
え
る
ほ
ど
に

な
っ
た
。

　
昨
年
末
、
脳
梗
塞
を
患
い
自
ら

も
死
と
い
う
大
き
な
現
実
を
突
き

付
け
ら
れ
る
。
多
く
の
方
々
の
祈

り
と
支
え
に
よ
り
退
院
後
、
現
在

は
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
な
が
ら
日
々

を
大
切
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
機
能
が
残
さ
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

突
っ
走
っ
て
来
た
人
生
。「
こ
こ

で
も
う
一
度
新
た
な
歩
み
を
し

な
さ
い
」、
そ
う
神
様
か
ら
語
り

か
け
ら
れ
て
い
る
気
が
し
た
と
言

う
。
信
仰
の
目
を
開
か
れ
て
、
今

日
も
神
様
と
つ
な
が
る
幸
い
に
姉

妹
は
生
き
て
い
る
。

目が開かれて

岡山県生まれ。相愛教会員。
2013年から2021年まで西東京
教区常置委員を務める

内堀　怜子さん

　
福
島
沖
地
震
で
被
害
を
受

け
た
福
島
県
相
馬
市
に
あ
る

中
村
教
会
を
加
藤
誠
幹
事
と

共
に
2
0
2
1
年
11
月
25
日

に
お
訪
ね
し
た
。
内
藤
智
基

牧
師
、
役
員
の
藤
田
純
子
さ

ん
が
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
教

会
の
立
地
を
確
認
し
歴
史
な

ど
も
伺
い
な
が
ら
被
災
の
状

況
や
そ
の
後
の
教
会
の
歩
み

に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。

　
中
村
教
会
は
相
馬
市
役
所

の
道
路
を
挟
ん
で
向
い
側
、

中
村
城
の
斜
め
前
に
あ
り
、

小
学
校
も
近
く
、
市
の
中
心

部
に
あ
っ
て
、
存
在
感
の
あ

る
教
会
の
敷
地
と
礼
拝
堂
・

牧
師
館
で
あ
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
の
時
、
教
会
・
牧
師

館
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

会
堂
・
牧
師
館
を
共
に
新
し

く
建
て
直
し
た
直
後
に
、
こ

の
た
び
の
地
震
被
害
に
遭
っ

た
。
東
日
本
の
時
よ
り
揺
れ

は
大
き
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
福
島
沖
地
震
の
被
災
教
会

の
実
情
調
査
は
、
支
援
委
員

会
メ
ン
バ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
個
々
の
教
会
と
つ
な
ぐ
形

で
行
わ
れ
た
が
、
中
村
教
会

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
設
備
が

整
わ
な
い
の
で
福
島
教
会
ま

で
出
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
点
に
わ
だ
か
ま
り

を
覚
え
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
こ
の
た
び
総
幹
事
と
担

当
幹
事
と
が
直
接
に
お
訪
ね

す
る
形
に
な
っ
た
こ
と
を
喜

ん
で
お
ら
れ
た
。「
何
事
に

つ
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

で
き
る
こ
と
と
、
で
き
な
い

こ
と
は
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
常
日
頃
思
っ
て
い
る
」
と

の
内
藤
牧
師
の
感
想
。

　「
こ
の
た
び
の
地
震
に
お

い
て
震
源
地
に
近
い
相
馬
市

に
立
地
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
会
・
牧
師
館
に
物
的

被
害
が
あ
っ
て
も
、
被
害
が

最
小
限
に
収
ま
っ
て
い
る
。

も
し
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
ら

未
だ
礼
拝
す
る
場
所
も
失
わ

れ
、
定
住
す
る
場
所
も
仮
住

ま
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思

う
と
、
教
団
か
ら
の
教
会
再

中
村
教
会（
福
島
沖
地
震
被
災
教
会
）訪
問

東北地方地震被災教会支援募金
郵便振替口座
◎口 座 名　日本基督教団
◎口座番号　00140-9-145275
通信欄に「東北地方地震被災教会支援」と
ご記入ください。

2021 年東北地方地震
被災教会会堂等再建支援委員会

東北教区・関東教区
10 被災教会の声

（現地訪問）

写
真
上
＝
中
村
教
会
会
堂

写
真
左
＝
左
か
ら
内
藤
牧
師
、秋
山

総
幹
事
、藤
田
姉

建
の
支
援
に
対
し
て
感
謝
に

堪
え
な
い
」
と
の
内
藤
牧
師

と
藤
田
さ
ん
の
熱
い
思
い
が

最
初
に
述
べ
ら
れ
た
。

　
今
回
の
地
震
で
は
、
家
具

な
ど
が
倒
れ
た
り
、
も
の
が

散
乱
し
、
ト
イ
レ
が
水
浸
し

に
な
る
等
、
片
付
け
に
苦
労

し
た
ほ
か
、
礼
拝
堂
の
壁
に

ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
た
り
、
外

壁
の
コ
ー
キ
ン
グ
に
隙
間
が

で
き
た
り
、
床
周
り
に
破
損

や
ク
ラ
ッ
ク
部
分
が
あ
っ
た

り
と
、
応
急
的
な
手
当
に
40

万
円
余
の
費
用
が
か
か
っ

た
。
そ
の
分
の
費
用
は
東
北

教
区
か
ら
、
教
団
の
支
援
委

員
会
を
通
し
て
支
給
さ
れ

た
。
そ
の
後
8
万
円
ほ
ど
の

追
加
補
修
箇
所
が
見
つ
か
っ

た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
分
の

扱
い
は
、
更
に
東
北
教
区
と

相
談
の
上
、
支
援
委
員
会
に

援
助
を
求
め
る
こ
と
に
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
3
時
間
ほ
ど
の
協
議
や
見

回
り
確
認
を
し
、
中
村
教
会

を
後
に
し
て
川
俣
教
会
を
表

敬
訪
問
、
鈴
木
稔
久
牧
師
夫

妻
が
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
教

会
堂
で
し
ば
ら
く
懇
談
し

た
。
こ
こ
は
既
に
支
援
委
員

会
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
済
ん

で
い
る
が
、
2
0
1
9
年
10

月
の
台
風
に
よ
っ
て
阿
武
隈

川
が
氾
濫
し
、
そ
の
影
響
で

教
会
前
の
小
川
が
氾
濫
し
床

上
浸
水
し
た
箇
所
や
、
こ
の

た
び
の
地
震
に
よ
り
礼
拝
堂

の
内
壁
・
外
壁
に
ク
ラ
ッ
ク

が
生
じ
た
箇
所
な
ど
を
確
認

し
た
。

　
現
地
を
実
際
に
見
る
こ
と

で
そ
の
全
体
像
を
知
る
こ
と

の
大
切
さ
を
思
わ
さ
れ
た
訪

問
の
旅
で
あ
っ
た
。

（
秋
山
　
徹
報
）

　
教
師
異
動

太
田
八
幡
辞（
代
）川
上
　
盾

　
〃
　
　
就（
主
）川
上
純
平

使
徒
　
　
就（
代
）平
野
克
己

江
連
博
治（
隠
退
教
師
）

　
21
年
12
月
28
日
逝
去
、
90

歳
。
茨
城
県
生
ま
れ
。
59
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
伊
東
、
宇
佐
美
、
伊

那
坂
下
、
紀
南
教
会
を
牧
会

し
、
08
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

江
連
澄
子
さ
ん
。

愛
川
照
子（
無
任
所
教
師
）

　
22
年
2
月
6
日
逝
去
、

1
0
2
歳
。福
島
県
生
ま
れ
。

52
年
同
志
社
大
学
卒
業
、
53

年
よ
り
賀
茂
、
南
大
阪
教
会

を
牧
会
し
、
宮
城
学
院
に
84

年
ま
で
務
め
る
。

矢
野
一
郎（
広
島
女
学
院
中

学
高
校
教
師
）

　
22
年
2
月
14
日
逝
去
、
60

歳
。
愛
媛
県
生
ま
れ
。
88
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
豊
中
教
会
を
牧
会

し
、
広
島
女
学
院
中
学
・
高

校
に
務
め
る
。
遺
族
は
妻
・

矢
野
恵
利
子
さ
ん
。

中
川
智
夫（
隠
退
教
師
）

　
22
年
2
月
15
日
逝
去
、
86

歳
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
60
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
小
阪
、
大
阪
北
教

会
を
牧
会
し
、
05
年
隠
退
。

遺
族
は
妻
・
中
川
恒
子
さ
ん
。

神
戸
栄
光
就（
代
）橋
本
祐
樹

札
幌
元
町
辞（
主
）髙
濱
心
吾

　
〃
　
　
辞（
担
）髙
濱
梨
紗

　
〃
　
　
就（
代
）大
倉
一
郎

百
人
町
　
辞（
担
）木
村
和
基

　
教
師
隠
退

鈴
木
武
仁
、
鈴
木
元
子

木
村
和
基

　
教
師
退
任

關
岡
一
成

　
教
師
改
姓

中
西
理
恵
→
北
川

佐
々
木
馨
→
越
智

　
教
会
離
脱

東
京
信
愛

　
教
会
所
在
地
名
変
更

昭
島
　
〒
196

－

0
0
2
2
　

昭
島
市
中
神
町
1
2
3
2

－
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